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流れの科学
目標：河川や海岸における水の流れや建築物内外の空気の流れ等を分析するための、基礎知識を習得する
理解すべき事項：流体の基本的性質、流れの加速度、静水中の圧力、流れの中の物体に作用する力、連続の式、運動方程式、ベルヌイの式
・講義日程は以下の通り。授業前に、指定した教科書の授業範囲を読んで、学習内容を把握しておくこと。「予習」をしないと、二倍以上の時間をかけた「復習」が必要になります。
・毎回の講義で「授業のまとめ」を確認したうえで課題を課す。課題の回答をレポートとして、次の講義日（月曜講義はその週の木曜、木曜講義は翌週の月曜）の講義前までにGoogle Classroomで提出すること。課題の解答は提出締切日の次の講義時に解説する。
・これに加え、授業後は、教科書の各章末にある演習問題などに取り組んで、理解を深め、学習内容を自分の学力として定着させること。高校までの授業では習わない内容なので、予習・復習などで相応の努力をしない限り、講義受講の達成感は得られないと思います。
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教科書と

の対応

14/9流体の性質、密度と蒸気圧1.1, 1.2

24/13表面張力と粘性1.3, 1.4

34/16流れの基礎理論、流線と流管2.1

44/20オイラーの運動方程式2.2

54/23連続方程式2.3

64/27流体の変形と回転2.4

74/30完全流体の力学2.5

85/7静止流体の力学、静水圧4.1

95/11相対的静止4.2

105/14面に作用する静水圧4.3

115/18浮体4.4

125/21ベルヌイの定理とその応用3.1

135/25定常流への応用3.2

145/28定常流への応用、非定常流への応用3.2, 3.3

156/1非定常流への応用3.3

6/4期末試験

6/11試験結果の講評・答案返却


1Q 月・木曜日３限，K201講義室
4月9日から6月1日、全15回＋試験
期末試験：6月4日（木）、資料参照不可、6月11日までに答案返却予定
教科書：水理学、吉川秀夫、技報堂出版、ISBN : 4-7655-1339-4 （3Q「水理学」でも同じ教科書を用いる予定）
成績評価：出席（「授業のまとめ」を教員が評価）＋レポート(30%)と期末試験(70%)
達成目標：
(1) 流体の密度や圧縮性を理解できる
(2) 大気圧を理解できる
(3) 流体の表面張力や粘性を理解できる
(4) 「偏微分」の意味を理解できる
(5) 「流線」を理解できる
(6) 流れの加速度を計算できる
(7) 運動方程式を理解できる
(8) 連続の式を理解できる
(9) 「渦なしの渦」とは何か説明できる
(10) 静水圧を計算できる
(11) マノメーターで圧力が計測できることを理解できる
(12) 静水中の物体に作用する力を計算できる

(13) 浮体の安定性を説明できる
(14) ベルヌイの定理を理解できる

(15) ベルヌイの定理を応用して、流れの流速や圧力を計算できる

(16) サイフォンの原理を説明できる
レポートと期末試験をもとに、16個の目標の達成度を判定し、以下の基準で成績を評価する
AA  すべての目標が自らの学力として定着しており、発展力・応用力が確認できた場合

A   12/16 以上の目標が自らの学力として定着している
B   10/16 以上の目標が自らの学力として定着している
C   8/16 以上の目標が自らの学力として定着している
F   7/16 以下の目標しか自らの学力として定着していない
Sheet1

		回数カイスウ		日程ニッテイ		内容ナイヨウ		教科書との対応キョウカショタイオウ		課題カダイ

		1		4/9		流体の性質、密度と蒸気圧リュウタイセイシツミツドジョウキアツ		1.1, 1.2		〇		体重タイジュウ		湿度と密度シツドミツド

		2		4/13		表面張力と粘性ヒョウメンチョウリョクネンセイ		1.3, 1.4		〇		粘性による力ネンセイチカラ

		3		4/16		流れの基礎理論、流線と流管ナガキソリロンリュウセンリュウクダ		2.1		〇

		4		4/20		オイラーの運動方程式ウンドウホウテイシキ		2.2		〇		流線、流跡線、色つきの例。定常流であるが、加速度がゼロでない流れを図に描いて説明せよテイジョウリュウカソクドナガズエガセツメイ

		5		4/23		連続方程式レンゾクホウテイシキ		2.3		〇		縮小管の流速と加速度シュクショウクダリュウソクカソクド

		6		4/27		流体の変形と回転リュウタイヘンケイカイテン		2.4		〇		ラプラスの方程式ホウテイシキ

		7		4/30		完全流体の力学カンゼンリュウタイリキガク		2.5		〇		容器を加速する際の水面形ヨウキカソクサイスイメンケイ

		8		5/7		静止流体の力学、静水圧リキガクセイスイアツ		4.1		〇		ふたに作用する全水圧サヨウゼンスイアツ

		9		5/11		相対的静止ソウタイテキセイシ		4.2		〇		お椀の船の安定性ワンフネアンテイセイ

		10		5/14		面に作用する静水圧メンサヨウシズスイアツ		4.3		〇		「水頭」の次元スイトウジゲン

		11		5/18		浮体フタイ		4.4		〇		3-5

		12		5/21		ベルヌイの定理とその応用テイリ		3.1		〇		3-6ベンチュリ管クダ

		13		5/25		定常流への応用テイジョウリュウオウヨウ		3.2		〇		3-8容器の水位

		14		5/28		定常流への応用、非定常流への応用ヒテイジョウリュウオウヨウ		3.2, 3.3		〇

		15		6/1		非定常流への応用ヒテイジョウリュウオウヨウ		3.3

				6/4		期末試験キマツシケン

				6/11		試験結果の講評・答案返却シケンケッカコウヒョウトウアンヘンキャク






